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各種サブストームモデルの検証

Evaluation of various substorm models
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磁気圏物理学における難問の一つにサブストームがいかにトリガーされ、そして駆動されるのか
という問題がある。それを説明するモデルとして、（１）Near-Earth Neutral Lineモデル（２）
Current Disruptionモデル（３）Ballooningモデル（４）Thermal Catastropheモデル（５）
Boundary Layerモデル（６）M-I Couplingモデル（Kanバージョン）（７）M-I Couplingモデル
（Tanakaバージョン）（８）Flow Brakingモデル（９）Flux-Tube Content Reduction モデル
（１０）AKR Triggeringモデル（１１）Catapult Current Sheet Relaxationモデルなど数多くの
ものが提唱されている。
 しかし、これらはいずれもが、各々が根拠としたり、モデルの帰結として予告する変動が実際
に観測されている現象をすべて説明することができない。近年の傾向として、サブストームモデ
ルを議論する際には、トリガーの問題に焦点をあてて行うことが多いが、実際には、サブストー
ムを駆動する物理的な機構も含めてモデルの妥当性を検討すべきである。本研究では、完全なサ
ブストームモデルを求めるというゴールに向けて、これまでに提唱されている各々のサブストー
ムモデルについて、長所と短所を整理し、さらに、それらの長所となる概念や物理過程を統合す
るとどのようなモデルが構成されるのか検討する。また、そのモデルの正当性を証明するために
は、いかなる観測を実施すれば良いかについて考察を行う。
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